
ニューロフィードバックの臨床や研究に必要な基礎知識の
講義と、実践のためのPCを使った最新ニューロフィード
バック装置を2～3名に1台使った実習が行われます。

ニューロフィードバックのための脳波の基礎知識と、電極の
実際の装着やフィードバックトレーニングの方法を習得する
ことができます。

BCIA（ニューロフィードバック）認定に必要な基礎学習36時間の
履修単位として認められます。また、日本バイオフィードバック
学会認定技能師ポイント対象となります。〈専門15ポイント〉

BCIA認定４日間集中プログラム

Dr. Perl の
実践 ニューロフィードバック講座

講師：モーシュ・パール博士　(Moshe Perl Ph.D.)　
臨床心理士、司法心理士　BCIA認定ニューロフィードバックセラピスト
オーストラレーシア応用神経科学学会 会長
(Applied Neuroscience Society of Australasia: ANSA)
EEGスペクトラム オーストラリア支部代表
ニューロフィードバック、家族療法、ハコミセラピーの専門家として、
ADHD、学習障害、うつ病、睡眠障害、不安障害、パニック障害、片頭
痛など様々な疾患の治療を行っている。

日時
場所
定員
費用

平成25年10月11日（金）～14日（月・祝）　午前９時～午後7時
神戸クリニックビル９F 兵庫県神戸市中央区布引町3-1-7
２0名  ※定員に達し次第〆切
13万5千円（3,750円／時間：合計36時間）

　　　　　　　　お名前・ご職業・所属・ご住所・電話番号・FAX番号・メールアドレスを明記の上、FAXまたはメールに
てお申込み下さい。統合医療研究所ホームページからもお申込みができます。定員に達し次第、受付は締め切らせて
いただきます。お早めにお申し込み下さい。

平成25年7月22日（月）～27日（土）

4.1（2）-4/15-1/16（2）

神戸
クリニック
ビル9F
神戸
クリニック
ビル9F



講義日程

ＮＨＫ報道番組「クローズアップ現代」で取り上げられた、ニューロフィードバックの
日本における唯一の本格的実践トレーニングプログラム！

ＮＨＫ番組ディレクターである善家賢氏が、その取材内容をまとめた著書 『本番で負けない脳　
脳トレーニングの最前線に迫る』新潮社（2010年１月）の中で紹介されたニューロフィードバック
（脳波バイオフィードバック）は、最新の脳科学とエレクトロニクス技術を用いた21世紀の新しいア
プローチとして注目されています。アメリカの精神保健局（National Institute of Mental Health：
NIMH）からは、特に自閉症やADHDの治療として極めて効果があると認められています。また、イタ
リアのサッカーチームＡＣミランは、パフォーマンス向上のために用いておりります。このように、医
療、教育、スポーツ、ビジネスなど幅広い領域において効果のあるニューロフィードバックを日本語テ
キストと通訳付きで４日間で集中して学びながら、実際の機器の操作を取得することができます。
コース修了後、BCIA(ニューロフィードバック)認定に必要な基礎学習（36時間）の修了証書が授与
されます。

●ニューロフィードバック（NF）の基礎知識：定義、歴史、基礎理論など
●脳波（デルタ波、シータ波、アルファ波、ベータ波）について
●脳の構造と10－20電極位置
●交感神経優位と副交感神経優位
●脳波からみた症状評価とチェックリスト
●うつ病、ADHD/ADD、集中困難、気分障害などの脳波の特徴
●EEGerの機能と操作（実習4日間）
●疾患別のトレーニングプロトコル
●クライアントへの適切なインテイク、面接とテスト

１日目：ニューロフィードバックとは　その歴史と概観、実習（自分自身の脳波測定）
２日目：EEG測定の実際　EEGの振幅と強さ、覚醒と集中、実習（機器によるトレーニング）
３日目：EEGのプロトコルと症状について、実習（機器によるトレーニング）
４日目：その他　クライアントへの面接、テスト、実習（機器によるトレーニング）

プログラム

概要
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